
         

　
　
お
い
し
い
水
づ
く
り
計
画
策
定

懇
話
会
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
議

論
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。 

 

　
　
十
七
種
類
の
水
を
飲
み
比
べ
、

お
い
し
さ
を
判
断
す
る
「
利
き
水
」

を
実
施
し
た
結
果
、
「
残
留
塩
素
は
、

一
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
〇
・
四
ミ
リ
グ

ラ
ム
を
超
え
る
と
感
じ
ら
れ
る
。
カ

ビ
臭
は
、
カ
ビ
臭
物
質
の
量
が
水
質

基
準
以
下
の
極
微
量
で
も
感
じ
ら
れ

る
。」
な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。 

   

　
　
今
後
の
金
利
上
昇
を
考
慮
す
れ

ば
、
十
年
債
の
二
回
借
り
か
え
と
な

っ
て
い
る
市
場
公
募
債
の
発
行
方
法

を
見
直
し
、
県
債
残
高
の
縮
減
を
図

る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

 

　
　
現
下
の
厳
し
い
財
政
状
況
で
は
、

県
債
の
償
還
期
間
を
、
三
十
年
よ
り

短
縮
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
た
だ
し
、

本
補
正
予
算
で
の
柏
北
部
中
央
地
区

土
地
区
画
整
理
事
業
に
係
る
県
債
管

理
基
金
積
立
金
の
よ
う
な
特
定
財
源

が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
を
活
用
し
、

借
り
か
え
を
行
わ
な
い
な
ど
の
方
法

に
よ
り
、
償
還
期
間
を
短
縮
し
、
県

債
残
高
の
縮
減
を
図
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。 

   

　
　
当
初
の
障
害
の
あ
る
人
も
な
い

人
も
共
に
暮
ら
し
や
す
い
千
葉
県
づ

く
り
条
例
案
か
ら
公
表
の
規
定
が
な

く
な
り
、
勧
告
だ
け
に
な
っ
た
が
、

勧
告
だ
け
で
差
別
解
消
の
実
効
性
を

ど
の
よ
う
に
担
保
す
る
の
か
。 
 

　
　
こ
の
条
例
は
障
害
者
に
対
す
る

差
別
を
罰
則
で
取
り
締
ま
る
の
で
は

な
く
、
第
三
者
的
な
相
談
員
が
間
に

入
っ
て
、
話
し
合
い
に
よ
り
問
題
の

解
決
を
図
っ
て
い
こ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
仮
に
勧
告
に
従
わ
な
い
場

合
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
あ
く
ま
で

話
し
合
い
に
よ
り
理
解
を
促
し
、
事

案
の
解
決
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。 

   

　
　
警
察
署
の
管
轄
区
域
の
変
更
に

よ
り
、
千
葉
中
央
警
察
署
が
、
千
葉

市
中
央
区
全
域
を
管
轄
す
る
こ
と
と

な
っ
た
場
合
、
現
在
の
位
置
で
は
、

中
央
区
の
西
側
に
寄
り
す
ぎ
て
い
る

と
い
う
意
見
が
あ
る
が
、
千
葉
中
央

警
察
署
を
含
め
、
県
内
の
警
察
署
の

建
て
か
え
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。 

 

　
　
職
員
の
増
加
に
よ
る
狭
隘
化
や

建
物
の
耐
震
性
、
経
年
劣
化
等
に
つ

い
て
検
討
し
、
優
先
順
位
を
付
し
て

計
画
を
策
定
し
て
い
る
。
警
察
と
し

て
は
、
現
在
、
建
て
か
え
事
業
を
進

め
て
い
る
木
更
津
警
察
署
の
次
に
勝

浦
警
察
署
、
千
葉
中
央
警
察
署
、
館

山
警
察
署
の
順
で
整
備
を
進
め
た
い

と
考
え
て
い
る
が
、
今
後
、
関
係
当

局
と
十
分
相
談
を
し
て
い
き
た
い
。 

   

　
　
景
気
全
般
と
し
て
は
、
回
復
基

調
に
あ
る
も
の
の
、
中
小
企
業
に
は

十
分
波
及
し
て
い
な
い
状
況
に
あ
る

が
、
県
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
応
を

し
て
い
る
の
か
。 
 

　
　
昨
年
か
ら
地
域
勉
強
会
を
開
催

し
、
中
小
企
業
の
皆
様
か
ら
直
接
意

見
を
伺
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
る
と
聞
い
て

い
る
。 

　
現
在
、
こ
う
し
た
意
見
を
踏
ま
え

な
が
ら
中
小
企
業
元
気
戦
略
の
策
定

を
進
め
て
お
り
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
に
お
い
て
具
体
的
な
事
業
を
検
討

し
て
い
る
。 

   

　
　
燃
油
高
騰
に
よ
り
、
農
業
及
び

漁
業
へ
の
影
響
が
あ
る
と
思
う
が
、

ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い
る
の

か
。 

 

　
　
平
成
十
七
年
度
は
、
国
等
の
支

援
に
よ
り
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
暖
房
機

や
二
重
カ
ー
テ
ン
装
置
の
導
入
等
を

行
っ
て
お
り
、
今
後
も
県
と
し
て
農

業
者
へ
の
支
援
を
実
施
し
て
い
き
た

い
。 

　
ま
た
、
漁
業
者
は
、
漁
船
の
操
業

パ
タ
ー
ン
を
工
夫
し
、
漁
船
の
速
度

を
落
と
す
な
ど
の
対
応
を
し
て
い
る
。

　
県
で
は
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

の
試
験
調
査
船
で
漁
場
探
索
を
行
い
、

漁
場
を
探
す
時
間
を
短
縮
す
る
た
め

情
報
の
提
供
を
行
っ
て
い
る
。
今
後

も
操
業
の
効
率
化
に
向
け
て
支
援
し

て
い
き
た
い
。 

   

　
　
港
湾
使
用
料
の
滞
納
者
等
に
港

湾
施
設
の
使
用
を
制
限
す
る
こ
と
や
、

使
用
料
の
納
期
限
を
定
め
る
た
め
の

条
例
改
正
と
の
こ
と
だ
が
、
な
ぜ
今

ま
で
対
応
し
な
か
っ
た
の
か
。 
 

　
　
港
湾
施
設
は
何
人
も
自
由
に
使

用
で
き
る
べ
き
と
の
原
則
が
あ
り
、

こ
れ
ま
で
申
請
自
体
に
問
題
が
な
け

れ
ば
使
用
を
許
可
し
て
き
た
。 

　
他
県
に
お
い
て
も
、
昨
今
の
事
情

に
あ
わ
せ
た
規
制
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
残
土
に
関
す
る
規
制
を
設
け
る

の
は
、
本
県
が
初
め
て
で
あ
る
。 

   

　
　
県
立
学
校
の
耐
震
化
の
状
況
は

ど
う
か
。
ま
た
、
今
後
の
耐
震
改
修

は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
の
か
。 

 

　
　
平
成
十
八
年
四
月
一
日
現
在
、

全
棟
数
九
百
四
十
一
棟
の
う
ち
改
修

済
み
を
含
め
て
耐
震
性
能
の
あ
る
建

物
が
五
百
九
十
一
棟
で
、
未
改
修
が

三
百
三
十
一
棟
で
あ
る
。 

　
改
正
耐
震
改
修
促
進
法
で
は
、
施

行
か
ら
一
年
以
内
に
促
進
計
画
を
作

成
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
現
在
、

年
末
を
め
ど
に
検
討
し
て
い
る
。 

   

◆
平
成
十
八
年
度
補
正
予
算
関
係(

五
件) 

▽
一
般
会
計(

一
件) 

▽
特
別
会
計(

四
件) 

 

◆
条
例
の
制
定
（
二
件
） 

▽
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
暮
ら
し
や

す
い
千
葉
県
づ
く
り
条
例 

▽
千
葉
県
柏
都
市
計
画
事
業
柏
北
部
中
央
地
区

一
体
型
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
基
金
条
例 

 

◆
条
例
の
一
部
改
正
（
九
件
） 

▽
千
葉
県
行
政
組
織
条
例 

▽
千
葉
県
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
条
例 

▽
千
葉
県
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
処
理

の
特
例
に
関
す
る
条
例 

▽
電
子
署
名
に
係
る
地
方
公
共
団
体
の
認
証
業

務
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
発
行
手
数
料
及

び
情
報
提
供
手
数
料
に
関
す
る
条
例 

▽
千
葉
県
中
小
企
業
融
資
損
失
て
ん
補
条
例 

▽
千
葉
県
港
湾
管
理
条
例 

▽
千
葉
県
都
市
計
画
事
業
土
地
区
画
整
理
事
業

施
行
条
例 

▽
千
葉
県
県
立
高
等
学
校
設
置
条
例 

▽
千
葉
県
警
察
基
本
条
例 

 

◆
そ
の
他
（
五
件
） 

▽
契
約
の
締
結(

四
件) 

▽
訴
え
の
提
起 

   

▽
北
朝
鮮
の
核
実
験
実
施
発
表
に
抗
議
す
る
決

議 
   

▽
Ｊ
Ｒ
京
葉
線
等
の
電
気
系
統
ト
ラ
ブ
ル
に
よ

る
運
転
停
止
の
再
発
防
止
を
強
く
求
め
る
意

見
書 

▽
私
学
助
成
制
度
の
堅
持
及
び
充
実
強
化
に
関

す
る
意
見
書 

▽
乳
幼
児
医
療
費
助
成
の
充
実
を
求
め
る
意
見

書 

▽
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
普
及
を
求
め
る
意
見
書 

▽
警
察
官
の
増
員
に
関
す
る
意
見
書 

▽
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
詐
欺
な
ど
架
空
・
不
当
請
求

メ
ー
ル
の
対
策
を
強
く
求
め
る
意
見
書 

▽
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
の
具
体
的
施
策
の

実
施
及
び
地
球
温
暖
化
防
止
森
林
吸
収
源
対

策
の
着
実
な
推
進
を
求
め
る
意
見
書 

   

▽
乳
幼
児
医
療
費
補
助
の
拡
大
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て(

一
・
二
項) 

▽
乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
の
充
実
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て(

一
・
二
項) 

採
択
さ
れ
た
請
願 

採
択
さ
れ
た
請
願 

可
決
さ
れ
た
議
案 

可
決
さ
れ
た
議
案 

可
決
さ
れ
た
決
議 

可
決
さ
れ
た
決
議 

可
決
さ
れ
た
意
見
書 

可
決
さ
れ
た
意
見
書 

 

　 

 

　
三
番
瀬
問
題
特
別
委
員
会
は
、
平
成
十
七
年

九
月
定
例
県
議
会
に
お
い
て
、
三
番
瀬
問
題
は
、

複
数
の
部
局
に
ま
た
が
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
有

し
、
中
に
は
緊
急
的
な
取
り
組
み
が
必
要
な
も
の

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
三
番
瀬
問
題
を
全
体
と
し
て

検
討
し
、
同
問
題
の
早
期
解
決
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
に
設
置
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
三
番
瀬
地
域
の
有

効
か
つ
環
境
に
配
慮
し
た
活
用
に
つ
い
て
、
そ
の

他
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
調
査
を
付
託
さ
れ
ま
し

た
。 

　
こ
れ
ら
の
付
託
案
件
に
関
す
る
当
面
の
諸
問
題

を
中
心
に
、
委
員
会
十
回
を
実
施
し
、
三
番
瀬

問
題
の
早
期
解
決
に
資
す
る
た
め
鋭
意
調
査
を
実

施
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
次
の
よ
う
な
提
言
を
し

ま
す
。 

一
．　
市
川
塩
浜
地
区
の
護
岸
整
備
に
つ
い
て 

漓
市
川
市
塩
浜
二
丁
目
、
三
丁
目
地
区
の
護
岸

整
備
に
つ
い
て
は
、
周
辺
住
民
へ
の
安
全
確
保

を
最
優
先
に
、
事
業
の
早
期
完
成
を
図
る
こ
と
。 

滷
市
川
市
塩
浜
一
丁
目
の
護
岸
整
備
に
つ
い
て
は
、

地
元
市
と
十
分
に
協
議
す
る
こ
と
。 

澆
自
然
環
境
等
へ
の
影
響
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
事

業
を
実
施
す
る
こ
と
。 

　
な
お
、
一
部
委
員
よ
り
、
現
在
進
め
ら
れ
て
い

る
護
岸
工
事
は
、
生
態
系
へ
の
影
響
が
少
な
く
な

い
た
め
、
工
事
計
画
に
つ
い
て
再
検
討
を
行
う
こ

と
と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。 

二
．江
戸
川
第
一
終
末
処
理
場
に
つ
い
て 

漓
計
画
予
定
地
に
堆
積
さ
れ
て
い
る
土
砂
に
つ
い

て
は
、
土
壌
調
査
を
実
施
し
な
が
ら
、
事
業
を

行
う
こ
と
。 

三
．三
番
瀬
再
生
計
画
に
つ
い
て 

漓
再
生
計
画
案
の
内
容
を
県
民
が
判
断
で
き
る
よ

う
、
必
要
に
応
じ
計
画
案
に
事
業
の
予
定
及
び

事
業
費
を
記
載
す
る
こ
と
。 

滷
多
様
な
底
質
環
境
の
再
生
に
つ
い
て
は
、
再
生

計
画
案
第
二
章
第
四
節
の
水
・
底
質
環
境
の
目

標
を
基
本
に
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
を
行
う
こ
と
。 

　
な
お
、
次
の
よ
う
な
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。 

漓
再
生
計
画
案
に
は
第
二
東
京
湾
岸
道
路
の
計
画

が
将
来
あ
り
得
る
旨
を
記
載
す
る
よ
う
検
討
す

る
こ
と
。 

滷
三
番
瀬
の
再
生
は
、
円
卓
会
議
か
ら
の
提
言
に

記
載
さ
れ
て
い
る
「
海
域
を
こ
れ
以
上
狭
め
な

い
こ
と
を
原
則
と
し
て
」
を
守
っ
た
上
で
進
め

る
こ
と
。 

四
．三
番
瀬
海
域
に
お
け
る
漁
業
補
償
に
つ
い
て 

漓
市
川
市
行
徳
漁
業
協
同
組
合
に
係
る
転
業
準

備
資
金
問
題
の
早
期
解
決
を
図
る
こ
と
。 

滷
南
行
徳
漁
業
協
同
組
合
に
対
す
る
影
響
補
償
に

つ
い
て
、
早
期
解
決
を
図
る
こ
と
。 

　
な
お
、
一
部
委
員
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
転
業
準
備

資
金
問
題
に
つ
い
て
は
、
千
葉
地
裁
判
決
で
も
県

が
進
め
た
三
者
合
意
に
瑕
疵
が
あ
る
と
の
判
断
が

確
定
し
て
お
り
、
そ
の
解
決
に
当
た
っ
て
県
民
の

合
意
を
得
る
た
め
に
は
、「
な
ぜ
瑕
疵
が
生
じ
た

の
か
」
に
つ
い
て
、
そ
の
責
任
と
要
因
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
条
件
で
あ
る
と
の
意

見
も
あ
り
ま
し
た
。 

五
．三
番
瀬
の
漁
業
の
振
興
に
つ
い
て 

漓
漁
場
再
生
検
討
委
員
会
の
意
見
を
尊
重
し
漁

場
再
生
に
当
た
る
こ
と
。 

滷
漁
場
の
再
生
に
関
し
て
は
、
目
標
の
早
期
実
現

に
向
け
、
で
き
る
こ
と
か
ら
進
め
る
こ
と
。 

　
な
お
、
次
の
よ
う
な
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。 

漓
流
れ
づ
く
り
や
覆
砂
な
ど
の
漁
場
再
生
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
早
期
に
具
体
化
す
べ
き
で
あ

る
こ
と
。 

滷
現
在
の
自
然
環
境
を
保
全
し
生
物
多
様
性
を

生
か
し
て
い
く
こ
と
の
観
点
か
ら
、
流
れ
づ
く

り
や
覆
砂
な
ど
の
漁
場
再
生
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
、
慎
重
に
対
応
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
。 

六
．第
二
東
京
湾
岸
道
路
に
つ
い
て 

　
次
の
よ
う
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。 

漓
第
二
東
京
湾
岸
道
路
に
つ
い
て
は
、
湾
岸
地
域

に
お
け
る
慢
性
的
な
交
通
混
雑
の
抜
本
的
な
解

消
を
図
る
た
め
、
早
期
事
業
着
手
す
る
こ
と
。 

滷
第
二
東
京
湾
岸
道
路
に
つ
い
て
、
国
と
協
力
し

用
地
を
確
保
す
る
こ
と
。 

　
な
お
、
一
部
委
員
よ
り
、
第
二
東
京
湾
岸
道
路

の
計
画
は
、
東
京
千
葉
間
臨
海
部
の
交
通
量
が
減

少
し
て
き
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
人
口
・
環
境

問
題
等
総
合
的
な
観
点
か
ら
中
止
を
含
め
検
討
す

る
こ
と
と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。 

七
．ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
の
登
録
に
つ
い
て 

漓
三
番
瀬
の
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
へ
の
登
録
に
当
た

っ
て
は
地
元
市
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
と
十

分
協
議
を
す
る
こ
と
。 

　
な
お
、
次
の
よ
う
な
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。 

　
三
番
瀬
の
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
へ
の
登
録
を
早
期

に
行
う
よ
う
検
討
す
る
こ
と
。 

八
．三
番
瀬
再
生
計
画
（
事
業
計
画
）
素
案
に
つ

　
い
て 

漓
再
生
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
地
元
市
や

漁
業
者
な
ど
関
係
者
の
理
解
と
協
力
を
得
て
進

め
る
こ
と
。 

滷
猫
実
川
河
口
域
の
泥
干
潟
に
つ
い
て
は
評
価
が

分
か
れ
て
い
る
の
で
、
科
学
的
知
見
を
踏
ま
え

た
検
討
を
進
め
る
こ
と
。 

　
な
お
、
次
の
よ
う
な
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。 

漓
湿
地
再
生
な
ど
陸
側
で
の
自
然
再
生
に
つ
い
て
、

関
係
市
と
協
議
し
て
取
り
組
む
こ
と
。 

滷
三
番
瀬
の
再
生
・
保
全
・
利
用
の
た
め
の
条
例

に
つ
い
て
は
、
知
事
の
任
期
中
に
提
案
す
る
こ

と
。 

　
な
お
、
一
部
委
員
よ
り
、
猫
実
川
河
口
域
の
泥

干
潟
に
つ
い
て
は
、
補
足
調
査
の
結
果
や
円
卓
会

議
の
提
言
で
も
、
保
全
す
べ
き
場
所
と
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
を
前
提
に
進
め
る
こ
と
と
の
意
見
も
あ

り
ま
し
た
。 

　 　
以
上
、
項
目
別
に
提
言
等
を
述
べ
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
三
番
瀬
問
題
は
複
数
の
部
局
に
ま
た
が

る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
有
す
る
こ
と
や
各
項
目
が

複
雑
に
絡
み
合
う
事
案
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
特

別
委
員
会
と
し
て
三
番
瀬
問
題
解
決
へ
の
着
手
順

序
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。 

一
、
短
期
間
に
よ
る
転
業
準
備
資
金
等
の
漁
業
補

償
問
題
の
解
決
。 

二
、
緊
急
を
要
す
る
市
川
市
塩
浜
二
、
三
丁
目
の

護
岸
整
備
の
推
進
並
び
に
同
一
丁
目
護
岸
の
整

備
主
体
の
決
定
と
早
期
着
手
の
要
望
。 

三
、
漁
場
の
再
生
整
備
と
海
の
再
生
。 

四
、
第
二
東
京
湾
岸
道
路
の
国
と
の
協
力
に
よ
る

用
地
の
確
保
。 

五
、
三
番
瀬
海
域
の
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
へ
の
登
録

の
検
討
。 

六
、
三
番
瀬
保
全
条
例
の
検
討
。 

　
な
お
、
後
日
委
員
会
で
一
部
委
員
よ
り
、
着
手

順
序
に
つ
い
て
は
本
調
査
報
告
に
載
せ
る
べ
き
で

は
な
い
と
言
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

　
当
特
別
委
員
会
は
、
複
雑
な
事
案
の
性
質
上
、

問
題
解
決
へ
の
第
一
歩
と
し
て
考
え
方
を
示
す
も

の
で
あ
る
が
、
実
際
の
措
置
に
当
た
っ
て
は
、
こ

れ
ら
の
考
え
方
を
踏
ま
え
、
具
体
的
に
妥
当
な
方

法
を
さ
ら
に
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。 

三
番
瀬
問
題
特
別
委
員
会
の 

審
査
結
果
報
告
要
旨 

常任委員会委員の選任 
軍司俊紀議員（民主党） 
健康福祉常任委員会 

議会運営委員会委員の選任 
塚定良治議員（公明党） 

常任委員会委員の所属変更 
田中豊彦議員（自民党） 

新　　農林水産常任委員会（委員長） 

常 任 委 員 会 名  

旧　　県土整備常任委員会 

常任委員会等委員の異動 

　10月4日の本会議において、県
の一般会計及び特別会計の決算を
審査するため、決算審査特別委員
会を設置しました。 

主
な
質
疑
か
ら 
各
常
任
委
員
会
の 

【委　員　長】庄司　健男（自民党） 

【副委員長】遠藤　澄夫（自民党） 

【委　　員】田中　宗隆・大塚　　玄・ 

　　　　　　小島　武久・伊藤　　勲・

　　　　　　皆川　輝夫・木名瀬捷司・　

　　　　　　内田　秀樹・西田三十五・　

　　　　　　渡辺　芳邦（自民党） 

　　　　　　河野　俊紀・ 

　　　　　　花崎　広毅（民主党） 

　　　　　　山崎とよ子（公明党） 

　　　　　　丸山　慎一（共産党） 

　　　　　　加藤マリ子（社民・県民連合） 

　　　　　　山本　友子（ネット・無所属） 

「決算審査特別委員会」を設置 

11月 112


